
昭和33年4月20日発行ひさあ第 32号(1) （思議霊長潟品）

新

年

度

の

予
算
に
/)  

金

オて
耕て

本
町
歳
入
の
主
要
部
分
を
占
め
る
、
町

税
、
地
方
交
付
税
及
び
園
県
支
出
金
に
つ

き
ま
し
て
は
す
べ
て
現
行
法
の
比
率
を
も

っ
て
計
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

住
民
税
及
び
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
一

部
改
正
法
案
が
現
在
国
会
に
提
出
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
未
成
立
で
あ
り
ま

す
の
で
一
応
現
行
率
で
計
算
い
た
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。

第
一

款

町
税
に
お
い
て
は
三
公
社
納
付

金
に
お
い
て
閤
定
資
産
税
の
増
及
び
煙
草

消
費
税
、
電
気
ガ
ス
税
の
伸
び
な
ど
、
九

十
二
万
六
千
余
円
の
増
を
見
込
ん
で
計
上

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

第
二
款
地
方
受
付
税
に
お
い
て
は
町
村

合
併
の
年
か
ら
三
カ
年
間
交
付
さ
れ
た
特

別
交
付
税
の
減
欄
を
見
込
む
外
、
昭
和
三

十
二
年
度
普
通
交
付
税
算
定
額
に
よ
句
壱

千
五
百
八
十
七
万
二
千
円
を
計
上
し
ま
し

た。
第
三
款
公
営
企
業
財
産
枚
入
に
お
い
て

は
土
地
貸
付
料
、
不
用
品
払
下
代
金
を
見

込
み
ま
し
た
a

第
四
歓
分
担
金
負
担
金
に
は
前
年
度
計

上
し
た
簡
易
水
道
地
元
負
担
金
を
削
減
し

ま
し
た
。
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、五

て町

長

第
五
款
使
用
料
手
数
料
に
お
い
て
三
百

一
二
十
三
万
八
千
余
円
を
計
上
い
た
し
ま
し

た。用
、
四
十
六
万
五
千
円
の
主
な
る
も
の

は
、
保
育
所
使
間
料
、

一戸
籍
手
数
料
の
増

を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
六
故

国
庫
支
出
金
は
失
二
戚
出
事
業

と
見
合
せ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
減
欄

の
主
な
る
も
の
は
教
育
費
に
対
寸
る
補
助

金
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
七
拡

県
支
出
金
は
、
二
百
九
十
五
万

一一
一千
円
を
計
上
し

L

ま
し
た
が
専
ら
一
般
的

経
費
に
対
す
る
助
成
が
そ
の
主
な
る
弘
の

で
あ
り
ま
す
。

第
八
欲

得
付
金
に
お
い
て
は
様
附
明
設

と
見
合
う
先
制
付
金
の
刑
摘
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

第
九
欽
繰
越
金
に
お
い
て
は
赤
字
解
消

の
結
果
一
二
十
二
年
度
よ
り
若
干
の
繰
越
金

を
見
込
ま
る
る
予
定
な
の
で
こ
れ
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

第
十
款
雑
牧
入
に
お
い
て
預
金
利
子
、

町
税
低
滞
金
の
用
摘
を
見
込
む
外
、
禍
祉

金
町
貸
付
金
の
返
済
を
計
上
い
た
し
ま
し

た。第
十
一

款

町
債
に
計
土
し
ま
し
た
の
は

漁
港
修
築
事
業
に
作
う
転
貸
出
で
あ
り
ま

す。
以
上
に
よ
り
ま
し
て
見
積
り
得
る
歳
入

総
額

一
億
三
百
四
十
万
三
一
千
円
で
あ
り
ま

し
て
、
昭
和
三
十
二
年
度
当
初
予
算
に
比

し
、
七
百
二
十
八
万
三
千
余
円
の
減
で
あ

り
ま
す
。

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
以
上
の
蹴
入
事

的
に
鑑
み
ま
し
て
、
極
力
冗
挫
の
節
約
を

凶
り
、
既
往
の
挺
棋
を
も
照
療
し
努
め
て

功
率
的
に
配
分
す
る
よ
う
工
夫
を
撲
ら
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
に
つ

い
て
そ
の
主
な
る
点
を
概
鵬

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
－
款
議
会
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
本

年
八
月
現
議
員
の
任
期
満
了
と
共
に
自
治

法
に
定
め
る
定
員
三

O
名
以
下
と
相
成
り

ま
す
関
係
上

一
応
定
員
滅
か
を
見
込
み
ま

し
た
外
、

議
会
必
要
経
費
に
お
い
て
相
当

額
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
款

役
場
貨
に
お
い
て
は
人
件
費
に

相
当
附
加
を
見
、
以
下
各
款
項
共
人
件
費

に
地
を
見
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
昭
和
三
十
二
年
七
月
給
与
改
訂
を
い
た

し
ま
し
て
予
算
を
追
加
し
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
が
給
与
額
に
蒜
き
ま
し
て
年

間
人
件
費
を
計
上
し
た
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
の
需
要
費
に
つ
い
て
は

概
ね
一一一
十
二
年
度
予
算
の
程
度
に
計
上
し

た
の
で
あ
り
ま
す。

第
三
款

消

防

費
に
お
ぎ
ま
し
て
は
一
般

経
費
に
節
約
を
加
え
る

一
面
、
小
型
消
防

ポ
ン
プ
の
購
入
、
防
火
貯
水
聞
の
新
設
以

び
ホ
1
ス
千
崎
新
設
に
要
す
る
経
世
を
見

込
み
ま
し
た
。

第
四
款

土

木

質
に
お
き
ま
し
て
は
道
路

矯
梁
誰
持
修
繕
費
で
、
四
十
万
六
千
円
を

威
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
道
路
補
装
費
借

入
金
の
償
還
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
道
路
、
橋
梁
新
設
、

改
良
費
と
し
て
は
三
百
五
十
万
円
を
も
っ

て
、
主
要
町
道
、
橋
棒
、改
良
新
段
、
県
泊

新
設
に
資
す
る
こ
と
と
し
、

．失
業
対
策
事

業
と
も
相
侯
っ
て
遺
憾
な
き
を
期
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。
叉
町
道
成
山
総
は
さ
き
に

一
る
起
伏
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た

災
害
に
よ
り
一
部
崩
壊
し
交
通
社
絶
の
状
一
の
で
あ
り
ま
す
が
、
木
事
業
は
概
ね
そ
の

況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
年
電
さ
公
社
の
マ
一

経
費
の
一一
ご分
の
こ
を
回
世
で
支
払
し
て
い

イ
ク
ロ

・
ウ
エ

l
プ
建
設
に
・・
も
班
長
の
影
一
る
関
係
上
、
町
土
木
関
係
事
業
を
援
け
る

静
を
も
ち
、
且
つ
建
設
省
の
災
害
査
定
も

一面
も
多
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
引
続
い
て

受
け
ま
し
た
の
で
計
上
す
る
こ
と
に
い
た

一
向
日
の
就
労
人
員
四

O
人
を
予
定
し
、
土

し

ま

し

た

。

一

木

店

設

に

杭

点

b
z
m
L
T
U
労
力
と
・
資
材
を
こ

な
お
、
川
純
水
路
闘
に
つ
い
て
は
師
四

一れ
に
撮
り
向
け
る
こ
と
と
し
続
四
四
百
五

の
性
的
か
ら
み
で
航
業
経
済
授
に
移
す
こ

一
十
二
万
五
千
余
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た

と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
土
木

一部
七
款
保
健
術
生
四
に
お
い
て
は
乳
幼

控
よ
り
削
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
一
児
の
検
診
、
伝
染
病
の
予
防
、
学
荒
生
徒

第
五
設
教
育
費
に
つ
い
て
は
撮
ね
前
年

一
及
び
一
般
の
結
核
検
診
な
ど
に
必
要
経
費

位
予
算
な
踏
襲
し
て

一
般
経
費
を
計
上
し
－
を
計
上
す
る
外
、
蚊
開
駆
除
モ
デ
ル
地
区

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
応
設
と
し
て
前
年
一
の
設
定
育
成
の
た
め
の
民
間
を
計
上
い
た

皮
に
引
続
き
山
附
小
学
校
の
改
築
を
進
め

一
し
ま
し
た
。

本
年
度
を
も
っ
て
完
了
す
る
こ
と
と
し
、

一
な
お
前
年
度
ま
で
本
項
目
に
計
上
い
た

新
に
小
川
中
学
校
々
舎
の
増
築
を
企
図
し
一
し
て
参
り
ま
し
た
簡
易
水
道
事
業
は
、
南

た

の

で

あ

り

ま

す

。

一

保

水

道

事

業

が

完

了

し
又
一部
余
の
水
道
の

な
お
、
本
町
学
校
々
舎
は
建
築
以
来
相
一
経
笛
は
特
別
会
計
を
も
っ
て
処
理
す
る
こ

当
長
年
月
を
経
過
し
た
も
の
も
多
く
、
大
一
と
に
政
府
の
方
針
が
変
り
ま
し
た
の
で
削

小
、
修
結
の
必
嬰
も
認
め
ら
れ
又
時
代
の
一
除
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す。

進
限
に
作
4
続
投
の
充
実
す
べ
き
も
の
も
一
第
八
款
産
業
経
済
問
に
お
き
ま
し
て
は

多
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
財
源
の
関
係
も
一

段
柴
山駅
興
に
窓
セ
劉
い
、
統
合
後
の
農
業

あ
り
年
度
内
地
収
甑
の
舵
定
を
侠
っ
て
そ
－
蚕
員
会
連
首
の
経
科
及
び
三
十
二
年
度
に

の
緊
念
な
も
の
よ
り
彼
是
検
討
を
加
へ
遂
一
継
続
し
て、

農
業
セ
ン
タ
ー
設
備
の
整
備

次
突
施
い
た
す
の
己
む
な
い
こ
と
を
御
了
一
の
た
め
五
十
七
万
八
千
円
を
計
と
し
、

一

承
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
一
般
民
業
務
産
及
び
林
業
に
対
し
夫
々
所
要

現
在
施
設
、
数
材
教
具
も
充
分
と
は
一
京
一
の
絞
山
口
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
叉
土
地

レ
得
な
い
状
態
の
下
で
教
育
に
専
念
せ
ら

一
改
良
等
位
荒
土
木
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は

る
る
、
教
育
関
係
者
の
労
苦
も
多
い
と
存

一昭
和
一
二
十
二
年
度
に
お
い
て
事
業
認
証
額

ず
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
関
係
者
の

一
が
多
舗
に
上
り
ま
し
た
結
果
、
之
に
対
す

熱
意
と
御
努
力
に
侠
っ
て
最
善
の
成
巣
を

一
る
所
定
の
巧
負
担
金
と
し
て
二
百
十
二
万

枚
め
る
こ
と
を
念
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

一
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
又
耕
地
の
既

第
六
設
社
会
労
働
施
設
費
に
お
き
ま
し

一
位
に
お
け
る
災
担
に
つ
い
て
良
林
省
よ
り

て
は
、
児
訟
の
簡
祉
に
重
点
を
泣
き
、
既
一
似
旧
の
査
定
を
終
了
し
、
三
十
三
年
度
に

設
六
常
設
保
育
所
の
外
、
本
年
度
よ
り
新

一
て
補
助
金
交
付
見
込
み
の
も
の
に
つ
き
、

に
小
川
常
設
保
育
所
を
開
設
す
る
計
画
の

一そ
の
必
要
額
壱
百
五
十
三
万
九
千
円
を
見

下
に
予
算
を
計
上
L
又
、
農
繁
期
に
お
け

一込
み
ま
し
た
外
、
農
業
水
利
費
と
し
て
土

る
幼
但
の
対
策
と
し
て
管
内
十
二
カ
所
に

↑木
製
よ
り
移
項
し
ま
し
た
経
費
二
百
十
七

春
駄
二
回
の
季
節
保
育
所
を
開
設
す
る
計

一
万
円
を
計
上
し
ま
寸
し
た
。

闘
を
も
っ
て
之
が
必
要
経
世
を
計
上

し

た

又

制

臼

町
の
一
而
を
占
め
る
商
工
業
、

の
で
あ
り
’ま

す

。

水

路

端

棋
の
掛
興
及
び
観
光
施
策
も
盛
林
諌

又
失
策
対
続
税
・
殺
に
つ
き
ま
し
て
は
、
の
掛
川
内
と
相
候
っ
て
緊
裂
で
あ
り
ま
す
の

昭
和
三
十
二
年
度
よ
り
町
負
担
分
に
対
す

一
で
、
一
ニ
十
二
年
度
に
引
税
き
、
水
産
に
お

8 



(2) 

い
て
は
宮
崎
尚
尚
修
築
負
担
金
、
海
抜
従

事
者
締
習
委
託
虫
、
前
畑
妨
凶
場
修
型
政
、
そ

の
他
の
必
製
経
由
を
、
商
工
業
面
に
お
い

て
は
国
体
開
催
関
係
も
考
慮
し、

商
工
会

助
成
、
諸
留
の
年
中
行
背
中
賞
、
物
産
展
示

、
商
店
経
営
改
善
推
進
等
に
要
す
る
経
費

を
計
上
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

観
光

に
つ
い
て
は
、
本
年
国
体
開
催
の
機
を
利

用
し
観
光
朝
日
町
の
紹
介
宣
伝
に
力
を
注

ぎ
白
馬
、

朝
日
或
は
城
山
の
利
用
増
加
を

図
る
と
共
に
商
店
街
路
照
明
の
促
進
を
企

図
い
た
し
ま
す
外
、
小
川
温
泉
環
境
の
整

備
に
資
す
る
た
め
所
要
の
経
費
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

な
お
本
事
業
は
昨
年
度
よ
り
目
的
税
に

変
り
ま
し
た
入
湯
税
を
も
っ
て
支
弁
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
年
度
内
入
湯
税
の
憎

加
に
伴
い
ま
し
て
環
境
衛
生
事
業
と
併
て

必
要
部
分
の
経
費
を
追
加
し
て
参
る
こ
と

を
御
了
承
願
い
た
い
と
存
．す
る
の
で
あ
り

ま
す
。

第
九
款
財
産
政
は
専
ら
町
布
財
瑳
の
維

持
管
理
に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
外
、

新
に
町
の
規
寝
か
ら
見
て
叉
本
年
国
体
開

催
に
直
面
し
機
動
力
を
均
加
す
る
上
に
も

自
動
車
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
認
め
ら

れ
る
の
で
、
小
型
貨
物
自
動
車
を
附
入
す

る
た
め
四
十
五
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し

た。第
十
歎
統
計
費
に
お
き
ま
し
て
は
従
来

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
設
綜
尚
工
諸
統
計

作
成
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
さ
し
た
。

第
十
一
款
選
挙
資
に
お
き
ま
し
て
は
選

挙
管
理
委
員
会
経
費
の
外
木
年
八
月
行
れ

る
町
長
、
町
説
会
践
員
選
挙
に
要
す
る
経

費
及
び
・
本
年
度
に
行
れ
る
予
定
の
衆
椛
院

議
員
選
挙
、
海
区
制
整
袈
貝
の
滋
挙
凶
係

強
を
計
上
し
ま
し
た
。

第
十
二
款
公
債
費
に
お
い
て
は
一
般
公

債
元
利
償
還
、
再
建
債
元
利
償
還
に
要
す

る
経
費
の
外

一
時
借
入
金
利
子
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

第
十
三
款
諸
支
出
金
に
お
き
ま
し
て
は
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徴
説
に
必
要
な
経
費
の
外
、
町
税
の
納
税

成
制
向
上
に
資
す
る
た
め
引
統
い
て
納
税

協
力
会
を
脊
成
し
、
納
税
思
想
の
普
及
、

突
績
の
向
上
を
期
待
す
る
た
め
所
要
経
費

を
計
上
す
る
と
共
に
自
治
撮
興
費
と
し
て

町
内
会
運
営
に
要
す
る
経
費
を
、
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

法
令
に
基
か
な
い
補
助
金

容
附
金
及
び
負
担
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

法
律
に
基
き
基
準
財
政
政
入
の
三
%
に
抑

制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
之
を
一
括

し
楚
百
四
十
万
円
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

負
阻
先
別
配
分
に
つ
い
て
は
県
市
町
村
会

に
お
い
て
特
別
の
察
議
会
を
設
け
て
配
分

を
定
め
る
こ
と
に
相
成
り
目
下
夫
土
審
議

中
で
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
決
定
を
候
っ
て

務
処
し
て
多
り
た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。

叉
幽
民
健
康
保
険
の
必
要
性
は
申
す
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
現
在
管
内

七
カ
地
区
に
‘
お
い
て
経
営
し
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
が
、
特
別
会
計
内
の
自
足
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
前
年
に
引
続
き

五
十
万
円
を
繰
出
し
円
滑
な
運
留
を
図
る

と
共
に
、
泊
病
院
組
合
会
均
計
は
病
院
建

築
債
の
償
還
が
牧
採
を
起
る
状
況
に
鑑
み

開
会
計
に
五
十
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
他
民
林
泊
築
資
金
償
還
金
、
日

東
紡
借
入
金
償
還
額
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。
日
東
紡
仙
入
金
は
、
本
年
度
返
済
制

を
も
っ
て
完
済
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す。

第
十
回
数
予
備
費
に
お
い
て
十
三
万
円

を
計
上
い
た
し
、
ま
し
た
本
金
額
は
予
算
総

翻
に
対
し
鋲
め
て
従
少
の
出
め
は
あ
る
の
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
歳
入
削
か
ら
見
ま
し
で
も
、
又
歳
出
の

節
約
凶
か
ら
見
ま
し
て
も
、
之
以
上
計
上

す
る
こ
と
が
閑
縦
で
あ
り
ま
す
の
で
、
特

に
子
抗
執
行
に
当
つ
て
は
、
こ
の
点
に
用

意
し
、
各
政
引
の
支
出
に
注
意
を
加
へ、

節
約
を
旨
と
し
、
巡
憾
な
き
を
期
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
一
般
会
計
歳
入
意

出
予
算
の
概
括
的
説
明
と
い
た
し
ま
す
。

（
一
二
月
十
二
日
定
例
議
会
に
お
い
て
）

一月

一
三
日

一
四
日

一
五
日

一
六
日

一
七
日

一
八
日

二
O
B

二
ご
日

二
三
日

ご
四
日

二
五
日

二
六
日

二
七
日

議
会
特
別
養
負
会
開
催

議
会
全
体
協
議
会
開
催

燈
台
部
長、

宮
崎
壁
台
設

置
場
所
の
視
察
に
来
町

定
例
議
会
再
開
、
野
中
地

区
分
町
対
策
の
識
が
提
出

協
識
さ
る

町
内
会
長
代
表
者
会
議
、

野
中
問
題
に
対
す
る
町
民

大
会
の
件
に
つ
い
て
協
議

定
例
議
会
再
開
、
野
中
問

題
の
み
協
議

午
後
泊
高
校
講
堂
に
お
い

て
野
中
問
題
に
対
す
る
町

民
大
会
開
他
、
議
長
聞
に

沢
田
高
代
四
、
池
原
啓
三

の
阿
氏
選
任
当
局
の
説
明

終
始
活
漉
な
質
疑
応
答
後

分
離
絶
対
反
対
の
決
議
が

行
わ
れ
た
。

県
新
市
町
村
建
設
促
進
審

議
会
第
二
小
蚕
員
会
開
催

に
つ
き
陳
情
団
富
山
へ

県
新
市
町
村
建
設
促
進
審

融
会
開
催
に
つ
き
陳
情
団

詰
山
へ

町
内
会
長
代
表
者
会
議

町
議
会
協
議
会
開
催

県
議
会
総
務
委
員
会
及
び

融
会
全
員
協
議
会
開
催
に

つ
き
脱
情
団
富
山
へ

町
議
会
会
員
協
鵠
会
開
催

定
例
脱
会
再
開
、
一
般
質

問、

昭
和
三
十
二
度
第
二

回
追
加
予
算
上
積
可
決

町
内
会
・
長
代
表
者
会
議

失
業
対
策
事
業
の
監
査
仔

わ
る

町政
業
委
員
会
午
後
経
済
委

員
会
を
関
矢
－昭
和
三
十
三

年
波
予
算
評
議

二
八
日

二
九
日

三

O
日

一
日

四
月

一
日

一
O
H

一
一
回

一
四
日

一一日

文
厚
婆
員
会
及
び
総
務
姿

員
会
を
聞
き
予
算
審
臓

定
例
議
会
一
舟
凶
三
十
三
年

度
予
算
審
議
、
会
議
案
可

決
、
議
員
提
案
に
よ
る
議

会
議
員
の
従
来
の
選
挙
区

を
廃
し
大
選
挙
区
に
、
議

員
定
数
二
四
名
の
条
例
改

正
案
に
つ
い
て
審
議
可
決

さ
る
。

宮
崎
明
光
寺
に
お
い
て
、

故
陸
軍
上
等
兵
水
飴
沓
定

君
の
町
葬
執
行

泊
病
院
組
合
議
会
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
開
催

消
防
分
団
長
会
議
開
催

緑
化
運
動
に
よ
る
首
木
の

即
売
会
行
わ
る

下
新
川
郡
事
務
所
長
来
場

前
日
引
統
苗
木
即
売
行
わ

る野
中
対
策
協
験
会
聞
く

各
小
学
校
入
学
式
挙
行

野
中
対
策
協
融
会
聞
く

大
平
分
授
に
お
い
て
自
衛

隊
募
集
映
写
会
開
く

泊
高
校
に
お
い
て
国
体
映

写
会

各
中
学
校
入
学
式
挙
行

叫
狭
山
道
路
工
事
の
入
札
行

わ
る
。

青
海
町
助
役
来
場
北
電
施

設
に
つ
い
て
懇
談

火
災
予
防
宣
伝
の
た
め
全

消
防
車
管
内
巡
姐

野
中
対
策
協
議
会
開
催

平
和
観
音
像
建
立
の
打
合

せ
会
開
催

例
月
会
計
検
査
を
拠
地

野
中
問
題
等
に
つ
い
て
県

議
会
全
体
協
験
会
閥
川
崎
に

つ
き
陳
情
団
富
山
へ

農
業
委
員
会
設
業
改
良
部

会
開
催

州
民
蚕
州
民
政
部
会
開
催

間
取
国
体
事
務
局
次
長
会
場

視
察
の
た
め
来
町

日
四
日

五
日

六
日

九
日

8 
2 

蚊
と
ハ
エ
の
い
な
い
町

明
る
い
町
作
り
運
動
劃
を
／

蚊
と
ハ
エ
を
僕
滅
し
て
今
年
こ
そ
消
浄

な
夏
を
過
す
た
め
に
次
の
事
項
を
必
ず
実

行
し
て
下
さ
い
。

一
、
便
所
、
肥
料
溜
槽
、
畜
舎
な
ど
の
周

囲
の
ハ
エ
の
さ
な
ぎ
を
採
取
し
て
焼
き

鎗
て
る
、
叉
は
土
中
深
く
楠
憎
め
て
下
さ

‘hv
 

二
、
使
所
の
湿
原
り
ロ
な
ど
ハ
エ
が
侵
入

し
て
卵
を
生
み
つ
け
る
お
そ
れ
の
あ
る

渇
所
は
必
ず
密
閉
し
て
下
さ
い
。
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一
三
、
ハ
エ
の
う
じ
の
発
生
し
易
い
塵
芥
は

縫
肥
に
積
む
か
、
又
は
償
却
或
は
土
中

に
埋
め
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

四
、
暖
い
日
に
は
越
冬
し
た
親
ハ
エ
が
出

ま
す
か
ら
、
見
つ
け
た
ら
必
ず
殺
し
て

下
さ
い
。

五
、
家
の
周
囲
の
枯
草
、
落
葉
な
ど
除
去

し
て
下
さ
い
。

六
、
下
水
の
流
れ
を
良
く
す
る
と
と
も
に

小
川
の
江
ざ
ら
い
を
し
て
蚊
の
発
生
源

を
な
く
し
て
下
さ
い
。

七
、
空
か
ん
、
空
び
ん
等
の
溜
り
水
や
汚

水
の
潤
水
は
蚊
の
発
生
源
と
な
り
ま
す

か
ら
潮
水
を
無
く
し
て
下
さ
い
。
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昭和三十三年度朝 日町歳入歳 出予算
計之』

::o> 一般

手：十 民 ｜本年度予算額｜前年度予算報｜比（ム較は増減減） 

1議会 II＇… 1捌 5即日6①町議会 費 1,246,300一寸，1百ヲ百0 132,800 

2~役委 員 会 費 190,500 I8"r;ooo 3,500 
場 開 18,220,0~0寸芯：336；繭寸；88王百1

①①監役 場査職諸員挫政 16,6！~：~~~ 14,9.80,376 1 ,7~~ ：~~~ 
③諸 二 喜 寸 耳 漏 寸：町田 1398叩
3.消防 i 5,002,583 4,381,275 621,308 

①梢 防署費 1,809,271 1,459,957 349 .~l141 

信〉消 訪問費I 3, 19丈31:1 2,921，日18 271,994 

4.土 木 費I 5,734,600 -0す Zヲ百0一寸百三而

①道路橋梁費 4 l仰o~I 2. 380 ,600 1,762,000 

①①河災 川 費 55. ooo -z~ITT.3 刀∞ 62-:0百7而U
害 土可諮ミ費政! 1,481,000 - 二 J,41¥"1,000 

: 51;:-000 --3-2~：刷 ~:S,200 
正①薮土一一ー木で肯－· ···~ 型~；寸百；面玄百1 2:;r)06J500 ム4,807,35¥J

①喧Q";教中、育学学霊~~会強！一τ，781· ;92ii 一寸~32-;4国 255,468 

校校 野設 9,277,542 15,434,763 L:>.6,157 ,221 

I 5,464,321 3,185,652 2,278,669 

①中’学校組育合資費 ・335, 000 53li' 000 ム 200,000

ω社会教 : 1 11・2 200[ 1 210:-oso 6. 37 ,850 

否E謹①①＠亙言住図民亙吾1生亙書7亙委吾予宅璽員一舘著議会童書－費劃到図挫l! 一一宮町面ーo 扇正面

20,000 

590,652 557,077 33,575 

12,319,958 10,991:,147 1,325,811 
114,010 118,370 ム 4,360

6,628,328 5,6os,;355 1,019,973 
一－877~5訪 ー t¥24－－；－σ乃 253,473 

69, 992 -・ -·so~6而 ム 10，抗08

①労働盟~ 'l,630,083 4,562，百b 67,333 

7保健 衛生貸し邸内－－g-:581雨 6.8 '437 '781 
①保健 ~！－ 12；釘0 - 18~800 ム fi,000

①伝染病予防設費ト －2-88,000 312-;ooD ム 24,000

① 結 核 予 防 ｜ 316,200 帆 400ム 4,200
① 衛 生 諸 費 526,873 420,454 106' 419 
8.産業 経済援11石664~023 8,lE;i:i,412 5,779,611 

否否長盈一変哀林頁十蚕盈麗 --2 ~·515:::-25·~ 2,577,912 6. 311,659 
2,665,915 2,797',500 ゐ 131,530 

①①耕水 地産事業業費費
U,071,000 545,000 5-;-沼町而o
2,217,800 2,221,000 乙2‘ 3,200 

①商 工 葦 費 483,0CO「！「1 ·「一一一一－＝－i区t工百：~茄：~間0: ー。

ム 30,000

同層崖調「一 一面 T~TI－.~~l 
一寸 前ヲ百o

907,961 

131,200 

I 559,750 459,430 
41,800 3,000 

30,000 - 30,000 
38,520 ー 38,520 

①町議会議員選挙費， 152,950 152,%0 

．①海区漁調委選挙費！ 42,350 42,350 

①提議院議員選挙費~·－254コ30 254, 130 

12.公 債費i17 ,025,5"5 16 '894' 040 131, 465 
13.詩支出 金 6,776,476 9 ,596,524 L:>.2,820,048 

①公金取 京一賢 一 一250,000 - 250,000 

① 徴 税 控費 05-1,950 一一61ξ百百0 36,950 

① 地 方 摂 興 952,500 831,500 121,000 
＠繰出金 500,000 800,000 ム 300,000

＠賠償問守 1帥
4,987,024 ム~，967,998

①諸 一 -s－；－互而；＂＜HYO 2,360,000 1,040,000 

w.予備 330,000 4,501,283 ム4,171,283

110 諾出合計 103.403.000 

出歳入

挙｜・ 日 ！本年度予算額｜｜前年度予算額｜｜ 比（ム較は噌蹴減） 

①普通 66,025,000 65,856,000 169,000 
（.｛）町民税 20,o;s5, ooo 20, 032, oooi 24, ooo 
制固定資産税－35,877,000 34,381,00(l! ] ,496,000 

的自転車荷車税 1,392,000 1,395,0006. 3,000 
同煙草消費税 4,000,000 4,052,000ム 62})00 
同電気ガス税 4,500知Bーす；913ヲoo-08'デJ獅
ト1 木材引 取 税一--z百町百由一一－z-ocY;o而一一一 一て

（入器 官事 二寸；困問何 回
①目 的 3,105,000 2,408,0ぬ－1r?i刃(fa

付）水利地益寸刃町oool υ0札。叫紙000
（ロ）入湯 1, 200 ,0001 ーI1,200,000 

？ 地方交付税1 声明iM，山r何．公－営百企否業及1f財一産面牧蚕入 11, 000! 11 000 -

ヤ百一5.使用料及手数料 3, 338, 050 2-;-s12ヲ百o--,flls--;--5日
s. 闘 庫支出金－s~，γ6百7百o 10,232,9B6玉1;"'4＇＇百三if6
rT.県支 出金 2.953,200, 2,944,048一一 町I.52
s.寄 附 金 l,720,100＇一一蔀百）.oo 寸~340了冊

日間日1続雄．町 越 金フ一一15,由b 10u！一一寸4)ii50
牧 入 一－544；互百0 216, oool 268, 400 

債 1,000,0ぬ 6，ぬo;oooiL:>.5, 300, ooo 

歳入合計 ｜川103.403.0叩00 1帥山I~ム4山7，川，.283白83.21
特別

1.国

歳

F食

1 国民健康保摂税 ｜ Il,839,oOo 

2. 財産 i投入 100 

3. 使用料及手数料 13,000 

4. 国 庫 支 出 金 5,936,000 

5. 県 支 出 金 146,000 

s. 棋 入 金 500.000 

7. 繰 越 ・－，金 100 

s. 雑 政 入 21,420 

田 入 合 計 18.45S.S2c 

｛呆康

計会

健

入

民

歳

出

1・ 役 場 費｜ 1,727,27υ 

－~~~ 長 下産手一二一貫喜
15,513,000 

685,950 

ii.財 100 

5, !!-、 債 費 10,000 

s. 賭 支 U:¥ 金 319,300 

1. 予 備 。斑 20(f' 000 

歳 出 ぷ口~ 計 18,455,620 

歳

三i-"

2,000,000 

720,000 

850,000 

1,350,000 

607,001 

132,025 

423,300 

250,000 

大家圧 診療 所

笹川診療所

境診療所

山 崎 診 療 所

南保外二地区用水

泊外 一地区用水

簡易水道

自然博物舘

・
・

・

・
・
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北

陸

地

方

暖

候

期

予

報

と

稲

作

昭和~3年4月 20 日発行

本
年
度
の
駿
悦
捌
に
於
け
る
長
期
予
報
が
一
生
育
迎
誕
地
部
で
は
さ
ら
に
管
制
化
の
必

発
表
に
な
り
ま
し
た
の
で
参
考
の
た
め
次
－
m
xが
あ
る
。

に
述
べ
て
見
ょ
う
。

一

①

施

肥

レ
ン
ゲ
の
早
期
適
量
鋤
込
み

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
時
＃
侭
出
一
は
例
年
の
必
本
対
策
で
あ
る
。
そ
の
生
育

が
現
わ
れ
る
が
概
ね
順
調
に
経
過
し
ま
し

↑刷
は
近
年
前
な
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
の
た
め

よ
う
。
梅
雨
は
平
年
よ
り
梢
早
〈
六
月
上
一木
作
は
特
に
そ
の
必
裂
性
を
強
訓
し
た
い

旬
に
入
り
中
旬
か
ら
下
旬
前
半
に
か
け
て

・化
学
肥
料
の
附
入
状
況
は
昨
年
同
様
依
燃

は
侮
雨
は
不
活
発
と
な
り
、
中
休
み
と
な

一
と
し
て
多
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

特
に

ν

り
そ
う
で
す
。
そ
の
後
再
び
侮
雨
際
燥
の

一
ン
ゲ
の
量
を
よ
く
把
握
し
て
化
学
肥
料
と

天
気
が
続
－
S
、
梅
雨
明
は
平
年
よ
り
お
そ
一
の
組
合
せ
に
適
正
を
計
ら
れ
た
い
。

く
七
月
下
旬
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

一

指
数
の
確
保
は
眠
め
て
蹟
援
で
ふ
る
が

悔
雨
期
を
通
じ
て
の
気
溜
は
平
年
並
か

一特
に
拘
朋
分
け
つ
が
必
要
な
の
で
あ
り
、

多
少
低
目
で
六
月
末
と
七
月
中
旬
頃
は

二

住
宵
印
刷
の
分
け
つ
は
荷
担
早
舶
の
効
果

時
梢
倣
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
又
川
が
火
き
く
地
肥
位
の
な
グ
少
に
よ
る
分
け
つ

量
は
平
年
よ
り
今
少
多
目
で
前
半
は
お
。
か

一
へ
の
路
料
は
ほ
と
ん
ど
分
け
つ
末
期
で
あ

少
闘
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
後
半
は
多
一
る
こ
と
か
ら
間
投
開
保
の
対
策
は
あ
く
ま

自
の
傾
向
が
あ
り
中
休
み
後
と
縦
一
府
米
則
一
で
首
位
以
前
日
と
早
航
で
進
め
施
肥
に
依
存

＼
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す
る
こ
と
は
極
力
さ
け
た
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特
に
判
日
町
で
は
近

／
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年
倒
伏
し
た
い
ね
が
多
〈

i

l
l

－

－

ー

l

見
受
け
ら
れ
こ
れ
の
殆
ど

は
大
雨
も
あ
る
そ
う
で
す
。

一一

分
十
つ
末
期
の
施
肥
効
川
水
に
よ
る
膨
楼

八
月
は
一
時
低
調
多
雨
気
味
の
時
的
カ
一一

？
な
り
あ
り
、
そ
の
施
肥
に
依
る
遅
発

あ
る
そ
う
で
す
が
八
月
1
十
月
を
通
じ
て

一・
羽
勢
分
け
つ
の
多
発
病
虫
被
害
一
口
の
増
大
、

概
ね
願
識
に
経
過
し
ま
し
ょ
4
0

－
19L

一秋
詰
ち
等
が
考
え
ら
れ
る
の
で
今
年
は
特

北
陸
地
方
に
接
近
す
る
台
風
は
平
年
よ

一こ
主
註
し
た
、

り
多
少
多
く
予
想
き
れ
ま
す
。

一
t
i
：
1

以
上
の
予
報
よ
り
し
て
本
年
の
稲
作
と
一①
病
害
虫

早
憾
に
な
る
闘
係
上
寒
地
型

し
て
は
次
の
点
に
留
意
し
て
下
さ
い
。
山
首
虫
の
発
生
が
平
年
よ
り
多
く
な
る
傾
向

①
田
植
期

気
象
予
報
を
通
覧
す
る
に
七
が
あ
る
。

い
も
ち
病
に
つ
い
て
拭
梅
雨
期

月
中
旬
及
び
八
月
中
下
旬
の
低
儲
か
ら
一
間
の
予
掛
か
ら
考
え
る
と
U
T
体
胞
に
注
な

秘
組
激
の
増
大
に
つ
い
て
は
円
十
中
晩
と
も

一す
ゐ
こ
と
、
又
八
月
下
旬
の
保
温
か
ら
晩

余
り
期
待
は
か
け
ら
れ
ず
、

秘
数
確
保
を

一生
一
極
も
伎
町
口
一か
多
か
ろ
う
。

重
嬰
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

一

二
化
蝶
虫
は
朝
日
町
に
於
て
も
茶
の
被

六
月
中
旬
は
侭
蹴
の
よ
？
で
も
あ
る
が

留
が
附
大
し
つ
L
あ
る
に
鑑
み
集
団
し
た

六
月
下
旬
か
ら
の
本
絡
的
縦
一
耐
に
削
え
て
防
除
宏
充
点
し
す
べ
き
で
あ
る
。

一
化
期

制
数
別
強
は
、
苗
鈍
の
改
市
と
m
T
航
を
お
は
先
住
消
長
は
巾
が
山
払
い
も
の
と
考
え
ら

本
と
し
施
肥
に
依
存
し
た
穂
数
別
強
は
出
れ
る
。

二
化
則
は
予
恕
か
ら
し
て
移
動
分

力
さ
け
る
こ
と
、
比
較
的
早
慌
の
必
裂
性

一散
が
附
レ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

の
少
な
い
晩
生
極
で
も
お
そ
く
と
も
五
月

一

県
柿
象
に
つ
い
て
は
や
は
り
＝
化
摂
虫

米
ま
で
に
活
者
さ
せ
六
月
早
々
に
分
け
つ

一
の
や
う
に
木
田
被
害
が
巾
の
あ
ゐ
も
の
と

を
開
始
す
る
よ
う
に
田
植
矧
を
早
め
た
い

一な
り
そ
う
で
す
か
ら
掛
布
時
期
の
適
期
把

ひさあ第 32号

揖
に
揚
力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

続
菜
に
つ
い
て

自
給
競
契
に
し
て
の
牛
欝
の
橘
蹴
は
早

闘
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
人
参
の
組
子
の
準

備
は
出
来
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

温
床
栽
培
の
説
莱
苗
の
定
他
に
つ
い
て

は
準
備
出
来
て
い
ま
す
か
。
苗
の
移
植
に

つ
い
て
は
次
の
点
に
留
意
し
て
下
さ
い
。

定
航
則
に
つ
い
て
は
疏
楽
の
回
数
に
つ
い

て
異
な
る
も
結
に
は
特
に
注
意
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
苗
の
移
植
に
つ
い
て
は

苗
の
伎
を
い
た
め
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
値
え
る
前
、
二
日
位
晴
れ
ど
き
で
植

え
る
日
が
曇
天
無
風
の
日
で
あ
と
ニ
J
一ニ

臼
晴
天
な
れ
ば
申
し
分
が
な
い
。

競
割
減
の
栽
培
に
は
病
気
が
一
番
困
る
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
防
除
に
つ
い
て
今

川
良
い
川
叫
ん
出
が
発
売
さ
れ
た
の
で
阿
み
て

下
怠
い
。
昨
年
以
の
開
法
試
験
地
で
は
良

い
成
翻
が
出
て
府
ま
す
「
マ
ン
ネ
プ
〆
リ

七
ン
」
で
す
。
瓜
類
、
ト

マ
ト
、
馬
鈴
薯

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
等
に
撒
布
し
予
防
し
て
下

さ
い
。
使
用
法
水
－
斗
当
り
六
J
十
匁
に

川
出
荷
刑
を
加
え
て
充
分
に
Mm押
し
、
揃
布

は
一以
当
六
斗
J
八
斗
使
用
、
薬
密
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
夏
期
高
温
時
に
は
日
中
を

さ
け
て
朝
夕
の
涼
し
い
時
に
撒
布
し
て
下

さ
い
。
七
J
十
日
間
毎
に
撒
布
す
る
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
栽
熔
し
た
い
人
は
今

か
ら
準
備
し
て
下
さ
い。

普
及
員
に
御
相

談
下
さ
い
ま
し
て
今
年
も
増
産
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

蛭
谷
分
校
へ

ピ
ア
ノ
を

南
保
小
学
校
蛭
谷
分
校
で
は
部
活
の
方

E

町
で
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入

ん
べ
か
ら
ピ
ア
ノ
の
野
間
を
う
け
、一－
一
月
ニ

B
H

十
三
日
午
后
こ
れ
が
披
程
式
を
あ
げ
記
念
新
町
の
発
炭
と
と
も
に
各
種
事
業
も
泊

訪
日
楽
会
を
他
し
た
。

大
し
ま
し
た
の
で
、
か
ね
て
の
念
即
で
あ

ピ
ア
ノ
は
平
山
G
シ
で
約
四
十
万
円
、

一
っ
た
町
有
－M
励
瓜
の
附
入
が
災
現
し
凶
月

小
川
中
学
校
真
部
先
生
の
初
出
緊
に
よ
っ

一
よ
り
作
方
耐
に
利
川
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

て
華
々
し
く
技
露
さ
れ
た
。
文
化
に
胤
ま
一

今
後
町
の
発
肢
の
た
め
、
特
に
建
設
的

れ
な
い
分
僚
と
し
て
待
望
久
し
か
っ
た
ど

一事
業
の
促
進
、
広
報
関
係
、
連
絡
附
等
、

け
に
こ
ど
も
を
は
じ
め
部
落
の
方
々
も
大
一
各
方
而
に
活
用
し
、
附
入
し
て
い
た
だ
い
一

喜
び
、
山
峡
に
ピ
ア
ノ
の
メ
ロ
デ
ー
が
ひ
一
た
皆
践
に
報
い
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す

一

び
き
明
か
る
い
う
た
ご
え
が
流
れ
、
ピ
ア

ノ
と
共
に
こ
ど
も
も
部
務
も
明
か
る
く
す

く
／
＼
と
仲
び
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（写
真
は
ピ
ア
ノ
披
露
式
）

公
明
選
挙
の

啓
発
放
送
に
つ
い
て

公
明
選
挙
連
動
推
進
の
－
践
と
し
て
公

明
選
挙
啓
発
に
つ
い
て
の
放
送
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

北
日
本
放
送
で
は
四
月
十
九
日
午
前
中
ハ

時
十
五
分
か
ら
十
分
間
第
一
回
目
の
放
送

が
開
始
さ
れ
毎
週
土
曜
日
ご
と
に
同
時
間

に
脱
臼
の
村
造
り
「
話
し
あ
い
」
の
つ
ど

い
が
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
か
ら
せ
い
ム
＼
お
聴
き
の
上
、
明
る
い

町叫
ん泊
り
に
御
協
力
願
い
ま
す
。

県
消
防
弁
論
大
会
に
入
賞

去
る
四
月
四
日
日
山
県
際
会
政
川
崎
に
お
い

て
他
さ
れ
た
第
四
回
出
山
県
消
防
弁
論
大

会
に
制
日
町
一
泊
肪
団
代
表
と
し
て
出
場
し

た
泊
第
二
分
間
の
魚
津
光
政
君
は
「
消
防

訓
練
の
重
要
性
に
つ
い
て
L

の
演
閣
で
熱

弁
を
煩
っ
て
美
郡
に
第
二
位
に
入
賞
し
た

貯
金
で
団
旗
を
寄
贈

境
青
年
団
の
水
島
孝
成
君

朝
日
町
連
合
青
年
団
の
訓
問
長
で
あ
る

水
島
孝
成
君
は
背
年
聞
に
団
旗
の
な
い
の

を
巡
憾
と
し
こ
の
ほ
ど
弘
費
を
投
じ
て
団

政
を
府
附
し
た
。

水
・
仙
沼
は
、

判
日
町
巡
A
H
汗
年
制
以
と

し
て
長
年
批
話
役
を
つ
と
め
て
き
た
が
聞

の
行
事
や
会
合
が
あ
っ
て
も
閉
旗
が
な
か

っ
た
の
は
淋
し
か
っ
た
。
三
、
四
年
前
か

ら
役
員
述
の
希
認
で
あ
り
念
顕
で
あ
っ
た

が
、
私
は
仕
取
か
ら
わ
ず
か
ば
か
り
の
貯

合
を
統
け
て
つ
く
っ
た
も
の
で
今
後
回
の

関
蹴
と
し
て
少
し
で
も
団
活
動
に
役
．
た
て

ば
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
と
語
っ
て
い

る。


